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あ る 関 数 の 可 測 性 つ い て

津 田 丈 夫

(1976年7月26日 受付)

問題  0«<1 であるξを  E-  [E1  ,  62  9  E3  , ...] と2進 数展開を行 う。集合[ξ1を

 [E]  D  n  H (e = 1)

として定義 しておく,又 数列  (an) (n=1, 2, •••) が与えられているとき,関 数

 cp  (E) = lim a„k 
nk E CE7

は ξに関して可測な関数であろ うか?

これを解決す るために

 Ens($ ; (p (E) > a)

が可測集合であることを示したい。

先ず

 Gri—Ens(E ; en=1)

とす る。Gnは 一 端 が 開 かれ た 区 間 そ こでG。,F,・ 集合 で あ る。

す る と

[el pn  H EEG„

がすぐ成立つことがわかる。

次に

 Sn, m=Ens (k ; k)'m a—n-Cak)

と し

Ha=n(n(  u  Gk)) 
      n in kESn.m

とお く と

 Ens(E ; 42 (e) > a) = Ha (*)

が 成立 つ。

この(*)を 証明すれば問題は解決 したことになる。 以下(*)の 成立す ることを示

そ う。



先ず

 v,7EEns(e; co($) �a)-*cc('7)>a

即ち

 lim ank > a 
nk E Cn]

これは換言す ると

 vn
,m, --> k 

kE [v], k)'m, a—n<a,

が同時に成立つ。

 kE  [V] -j7EGk 

V EE U Gk kESn,m

これが任意の 配,πに対して成立つから

即

 n(n( u Gk) 
n m kESn.m 

Ens(E ; co(E) ~ a)CHa

が 成 立 った 。

逆 に

 veEx a  —>  eE  n  n  ( U Gk) 
n m kESn,M

即 ち,任 意 のn,mに 対 して

 $E U Gk 
kESn,m

即 ち,あ る た。が存 在 して

 ~EGk0 'EL k0ESn,m

即ち

ko>m, a—1<ako

が 成 立 つ,こ こで

 EEGko -->koE [E]

以 上,い い 換 え る と

任 意 のn,mに 対 して,あ る 。々が 存 在 して

 koE [E], ko>m 同時に  a  — _n<ako



が 成 立 つ,

 

.  lim  ak  >  a .. (PM > a 
k E CE] 

.. EEEns(E ; cP(e) ? a)

即

結局

 HaC Ens  (E,co(E)>a)

Ens(c, v(E) > a) =Ha

を 得 る。 こ こで

 Ha=n(n( U Gk)) 
     n m kESn,,

はF。 δ集 合 で あ る。 即 ψ(ξ)は Baire の  2  nd class の関数である。


